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＜連絡事項＞

・織田CWが5/16(火)から復帰し、北病棟配属となります。（昨日カンファ内容の訂正です）

・緊急連絡網を再度更新・修正しましたので、各自確認して下さい

・本日の深夜帯で、男子トイレの和式の個室内にタバコの灰があり、戸賀沢　潔様が以前にトイレ内で喫煙をする事があった為、深夜スタッフから本人へは確認注意している。

⇒本日朝時間に患者様全体への説明実施（特定できているケースですが、全体へも患者様自身の治療環境下でもあり、治療共同体としての働きかけの意味から）

・ベッドコントロールであがっている栃木春子様についてですが、本日の16時以降に入院形態の変更等面談の手続きとなるため、転入は明日（26日）になります。

＜患者様連絡事項＞

・水梨　礼子様：西病棟からの転入受け入れの為、307号室→401号室へ移動となっています。移動対応はスムーズに応じられています。

現在、青山荘への体験利用へ行かれたりしている為、新しい事に慣れるのに時間がかかってしまうので、本人の状態に合わせて介入して行く必要があります。現在のところは、病状の変化はありませんが、これまでの経過からも慎重に観察介入は継続の事。

・三上　カチ様：本日11時より、息子様の迎えあり2泊3日の外泊訓練へ行かれています。

　　　　　　　息子様来られた際に、血圧高値での内服が処方となっている事、精神的に

　　　　　　　は穏やかで睡眠も良好との経過を説明しています。外泊時の様子の家族評価をもって退院時期が決定できれば良いこと等説明しています。

　　　　　　　4/27（木）15時帰院時に担当スタッフが外泊時の事や今後の事に付いて様子確認をさせてもらう事（小面談）も了承されています。

・寺地　徳和様：昨日排便－4日目となっており、伊藤Dｒへ報告し診察しています。腹部レントゲン確認して頂き、腹部触診し、便が貯留しているとの事。浣腸の指示あり、診察後に施行していますが、反応便は泥状便極少量。再度伊藤Drへ報告し、ＭｇＯ（330）3×ndE夕～1日分処方となっています。　

　　　　　　　　週末の様子など主治医へ情報提供し、ＭｇＯ（330）3×ndE　本日夕より

　　　　　　　　5日分処方となっています。（土曜日時点で内服継続など主治医に確認し

　　　　　　　　て下さい）

・居ヶ内　敦子様：時折便秘傾向となると本人より訴えあり、シンラック液　2本処方となっています。

・井上　和美様：妹様へ確認し、4/27（木）10時～14時まで鹿内眼科受診とメガネ作成の為、外出希望あり許可となっています。外出へ行かれる際、サンダルの

　　　　　　　　購入もお願いして下さい。

＜注目患者様＞

・袴田　将志様：薬剤調整中でしたが、9時頃突然外へ出ようとし西山NSが気付いて管理棟側の階段から病棟へ戻られています。無表情で、「家に帰ります・・」と話す。その後にもスタッフの話し掛けにはきょとんとし「袴田ではないです、すみともといいます。」「従業員にご飯をやらないといけない。」等という発言内容が聞かれています。返事まで間があったり、反応の間があったりするが、眼光の鋭さもみられ、落ち着かない様子でした。

　　　　　　　　　主治医へ情報提供し、東病棟Ａユニットへ転出となっています。現金は、御家族様来院時に財布ごと渡して貰うよう金額を明記し医事で預かって頂いています。

・寺地　徳和様：本日、11時　体温37.1℃　脈拍　68回/分　体熱感はなく、表情も和

らいでいます。今朝は排便がたくさんあり、「スッキリした」と話しています。発熱の波形や排便状態等気にしながら、完全に熱が落ち着いた

わけではないので、クーリングや水分補給の対象療法を継続していきま

しょう。

午後の血圧値も良好、体温37.0℃で経過しています。また、午後に

一度排便（軟便中量）あり。引き続き、熱や本人苦痛などの症状確認

しながら対応願います。

・居ヶ内　敦子様～4/22(土)に入院して本日で4日目となります。まだ入院前からの疲労感はある様子ですが、スタッフ対面時には笑顔を見せています。日課にメリハリを付けての休息を伝えています。

・飯田　修子様～他者への暴言や話し掛けの多さ、放歌、不眠等が続いています。　　　　　　　　デイケア体験での行動について主治医へ報告し、主治医説明にてデイケア体験は中止となり、OTやリハプロを行う事になります。

　　　　　　　　　4/27(木)の母様の病院受診付き添いの為の外出について、母様へ連絡し現在の状態を説明し、自宅へ外出とし、10：00からの外出時間へ変更となっています。

本日は、気分高めで睡眠について「眠らなかったよ。」と話し、睡眠をとらないと気分や精神的に良くない事を伝えると過剰に反応しています。リハプロの参加の声掛けに起きられず爆睡しています。昼食前薬は再三の声掛けにて内服されています。午後の作業療法には移動しています。

本日の興奮はなく経過しています。

＜田名部Dr診察＞

・磯島　貴広様：自宅への退院は諦めていないとの事。「6月に聞き取り調査があるので、その時にハッキリ決まると思います。」と話しています。主治医より、

　　　　　　　　先日の面談での弟様の話ぶりでは自宅は難しいのでは？との説明にも

　　　　　　　　「いや～、でも･･まだ･･」と答えています。

・伊藤　義彦様：主治医の問いかけに穏やかな表情で答えています。面談の日時が決まらない事については了解されています。腰痛が続いていると話し、スミルスチックがなくなったとの事で、スミルスチックが1本処方となっています。

・千葉　光広様：排尿の回数が多く残尿感があると話しています。プラノプロフェン点眼液が1本処方となっています。

・吉田　光良様：耳の中の体感幻覚・妄想の症状は自ら訴えないが、主治医が問うと「耳の中から蟻が乾いて2匹出てきた事がある。アズールに買い物に行っていた頃･･」と話しています。胸やけの症状は現在ないと話しています。

・杉澤　恵子様：最近口論しているＮＩ様とは少し距離をおく様説明を受けています。

　　　　　　　　ＨｂＡ1Cが少しずつ高値となってきている為、甘い物は控えるようにアドバイスを受けています。易怒的とならずに応じています。ヘパリン類似物質油性クリーム1本処方となっています。

